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8班    交通班　　　　991065　沼口亮　　991063　西廣大輔
土地利用班　　991060　永田新吾　991061　長山恵美
Ⅰ．土浦市の現況分析と課題
（１）交通
○交通手段の選択
土浦市において注目すべき交通機関として、市内を南北に通る常磐線の存在があげられる。残る公共交通機関としては関東鉄道バスがあり、土浦駅を中心として、鉄道を除いた放射線状に運行されていることがわかる。特に東西の線が強く出ている。自動車やバイク、徒歩による移動は主に近距離移動に用いられ、公共交通機関でまかなえない部分を広範囲にわたり補っていることがわかる。（PPT参照）
○交通目的の把握

通勤通学の場合は私事の場合に比べてトリップ数が多く、常磐線を利用する頻度が高い。私事交通は通勤通学に比べて、土浦市とつくば市のつながりが弱く、両市共に市内でトリップが完結していることがわかる。（PPT参照）
○自動車保有台数の推移
土浦市の人口はわずかながらも年々増加傾向にあり、それに伴い自動車保有台数も増加傾向にある。一人当たりの自動車保有台数は年を追うごとに増加し、２人に1台は保有する現状である。（図１）
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（２）土地利用
○宅地の増加

土浦市における近年の土地利用の変化の特徴として、宅地面積の増加が挙げられる。これは、図1にも示されている人口の増加に伴うものと考えられる。一方で農地面積が減少していることから、農地転用による宅地開発が行われていると見られる。（PPT参照）
○DID地区の拡がり

土浦市におけるDID地区（人口集中地区）面積は年々増加傾向にあり、それに伴いDID人口も増加している。資料（『土浦らしさの創造』より）によると、昭和45年と比較して、DID地区面積は平成2年には約4倍に拡大している。しかしながら、DID地区の人口密度に注目すると、それは減少の一途をたどっている。

DID地区の人口密度が低くなると、新たにできた市街地では学校などの施設までの距離が遠くなり問題である。
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　○商業施設の立地

土浦市において、比較的大規模でかつ新しい商業施設は、Ｒ6号、Ｒ354号をはじめとする道路沿いに多く立地している。これらはロードサイドショップと呼ばれ、今日、商業の中心となりつつある。交通量の多い道路沿いへの店舗の出店は、道路のトラフィック機能の低下を引き起こす原因となる。

その一方で、土浦駅、荒川沖駅、神立駅周辺の古くからある商店街は、郊外の大規模商店にお客をとられてしまい衰退している。また、その跡地には市の中心部であるにもかかわらず駐車場が出現している。

（３）市民と生活
○高齢化と少子化　
年齢別人口割合の推移(図3)からわかるように、土浦市でも少子高齢化が進んでいる。高齢化率（総人口に閉める65歳以上人口の割合）は、H10年－H11年にかけて0.4ポイントの伸びを示している。他の市町村と比較してみると、水戸市では0.5ポイント、つくば市では0.2ポイント、茨城県全体では0.4ポイントの伸びであることから（茨城県保健福祉部高齢課より）、土浦市の高齢化は茨城県内において平均的な速度であると言える。
社会の高齢化・平均寿命の伸びに伴い、福祉政策の充実、退職後の生活をいかに送るかが今後さらに重要となる。

○歴史的文化施設の活用
土浦市には、水戸街道沿いを軸として、多くの史跡が存在している。これらは、主要観光地ではないが、蔵や貝塚などの歴史的施設に気軽に触れることが出来る。
（歴史的文化施設の所在地については地図を参照）

○教育

土浦市では先進的教育用ネットワーク地域事業として、平成11年度より土浦市内１０校（小学校７，中学校３）に，下り衛星回線，上りISDN電話回線を利用した高速ネットワークを設置、地域・学校間交流への活用を目指している。
　パソコンを利用した学習は、子供が自らの体験を通し技術を習得するものである。このように体験を活かした学習の必要性が、今後は高まっていくのではないだろうか、。

Ⅱ．キャッチフレーズ

　　　「ひとの輪・知恵の和」


　

　これまでに示した土浦市の現況と課題から、私たちは既存の施設を活かした『生涯学習』を通し、交流や体験の“場”を提供することが、市民の豊かな生活に結びつくと考えた。　
　そこで本実習では、人と人のネットワークを「ひとの輪」、生涯学習から習得する新しい発見を「知恵の和」として、『ひとの輪・知恵の和』というキャッチフレーズを掲げることにする。
生涯学習
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図2．DID面積と人口密度





図1．人口と自動車保有台数の推移
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図3．年齢別人口割合の推移





人と人とのネットワーク


新しい“こと”の発見
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